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世
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絵
図
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中
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四
三

近
世
街
道
絵
図
「
中
国
行
程
記
」
に
つ
い
て

山　

田　
　
　

稔

は
じ
め
に

「
行
程
記
」
は
、
萩
藩
絵
図
方
・
郡
方
地
理
図
師
が
作
製
し
た
街
道
絵
図
群
で
あ
る
。
代
表
的
作
品
と
し
て
、
萩
城
下
か
ら
江
戸
ま
で

の
主
要
街
道
で
あ
る
萩
往
還
・
山
陽
道
・
東
海
道
・
中
山
道
を
描
い
た
「
行
程
記（
１
）」

全
二
三
巻
、
防
長
両
国
の
外
周
を
一
巡
す
る
萩
藩
主

の
御
国
廻
り
（
領
内
巡
見
）
路
を
描
い
た
「
御
国
廻
御
行
程
記（
２
）」
全
七
巻
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
街
道
沿
線
の
自
然
や
集
落
景
観
が
色
鮮
や

か
に
描
か
れ
、
地
名
や
建
物
等
の
記
入
を
は
じ
め
、
名
所
旧
跡
に
関
す
る
由
来
書
も
豊
富
で
、
多
彩
な
情
報
を
含
む
歴
史
資
料
と
し
て
の

価
値
が
高
い
。
前
記
の
ほ
か
、「
行
程
記
」
に
は
複
数
の
ル
ー
ト
・
系
統
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
五
七
点
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
３
）。

「
行
程
記
」
は
、
各
々
の
出
来
映
え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
一
大
街
道
絵
図
群
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体

像
解
明
に
あ
た
っ
て
は
、
作
製
経
緯
を
記
し
た
文
書
記
録
が
少
な
い
た
め
、
残
さ
れ
た
個
々
の
作
品
の
分
析
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
（
山
陽
道（
４
））」（

以
下
、
山
陽
道
の
表
記
を
省
略
）
と
混
同
さ
れ
が
ち
な
「
中
国

行
程
記
」（
萩
博
物
館
所
蔵
）
の
内
容
と
特
徴
に
つ
い
て
、
両
図
の
比
較
を
交
え
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
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四
四

一　

装
丁
・
様
式

　

紙
本
着
色
。
折
本
装
。
木
箱
入
り
。
表
紙
の
大
き
さ
は
、
第
一
巻

で
縦
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
縮
尺
は
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
と
同
じ
七
八
〇
〇
分
の
一

で
あ
る
。
周
防
・
安
芸
国
境
の
小
瀬
川
か
ら
京
都
伏
見
境
ま
で
の
山

陽
道
五
巻
、
お
よ
び
畿
内
別
路
線
や
支
線
な
ど
三
巻
の
全
八
巻
で
構

成
さ
れ
る
。
詳
細
は
表
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

表
紙
は
、
無
地
濃
紺
の
和
紙
製
で
質
素
な
仕
立
て
で
あ
る
。
表

紙
・
裏
表
紙
と
も
に
外
題
箋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
両
表
紙
の
見
返

し
部
分
に
内
題
と
凡
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
行
程
記
」
が
往
復
両

用
図
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
紙
に

「
登
り
」と
あ
る
方
か
ら
開
け
ば
山
陽
道
の
上
り
路
、
同
じ
く「
下
り
」

と
あ
る
方
か
ら
開
け
ば
下
り
路
と
な
る
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。

　

景
観
描
写
の
視
点
は
、
往
復
両
用
図
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
常
に

画
面
中
央
の
街
道
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
進
行
方
向

に
向
か
っ
て
左
右
の
景
観
と
し
て
描
か
れ
る
た
め
、
横
長
の
絵
図
上

写真１　「中国行程記」全８巻（萩博物館所蔵）
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四
五

表
１　

萩
博
物
館
所
蔵
「
中
国
行
程
記
」
の
構
成

№

外
題
（
内
題
・
上
り
／
下
り
）

区
間

路
線

員
数

折
数

合
紋

1

中
国
行
程
記　

一
（
行
程
記 

従
安
芸
国
佐
伯
郡
小
野
村
境
尾
瀬
川
至
同
国
豊
田
郡
田
万
里
村
東
ノ

境　

登
一
／
行
程
記　

従
安
芸
国
豊
田
郡
田
万
里
村
至
同
国
佐
伯
郡
小
野
村
境
尾
瀬
川　

下
り
五
）

小
瀬
川
～
田
万
里

山
陽
道

1

47

－い

2

中
国
行
程
記　

二
（
行
程
記　

従
安
芸
国
賀
茂
郡
西
野
村
至
備
中
国
小
田
郡
三
成
村　

登
二
／
行

程
記　

従
備
中
国
小
田
郡
三
成
村
至
安
芸
国
賀
茂
郡
西
野
村　

下
四
）

西
野
～
三
成

山
陽
道

1

47

いろ

3

中
国
行
程
記　

三
（
行
程
記　

従
備
中
国
下
道
郡
背
村
至
播
磨
国
赤
穂
郡
池
ノ
内
村　

登
三
／
行

程
記　

従
播
磨
国
赤
穂
郡
池
ノ
内
村
至
備
中
国
下
道
郡
背
村 

下
三
）

背
～
池
ノ
内

山
陽
道

1

43

ろに　

ほ

4

中
国
行
程
記　

四
（
行
程
記　

従
播
磨
国
揖
西
郡
名
波
野
村
至
摂
津
国
境
明
石
郡
塩
屋
村
／
行
程

記　

従
摂
津
国
境
明
石
郡
塩
屋
村
至
播
磨
国
揖
西
郡
名
波
野
村
）

名
波
野
～
塩
屋

山
陽
道

1

39

ほへと

5

中
国
行
程
記　

五
（
行
程
記　

従
摂
津
国
矢
田
部
郡
須
磨
村
至
山
城
国
紀
伊
郡
伏
見
京
境　

登
五

／
行
程
記　

従
山
城
国
紀
伊
郡
伏
見
京
境
至
摂
津
国
矢
田
部
郡
須
磨
村　

下
一
）

須
磨
～
伏
見
京
境

山
陽
道

1

46

とちり－

6

中
国
行
程
記　

六
（
行
程
記　

従
摂
津
国
武
庫
郡
西
ノ
宮
至
同
国
西
生
郡
大
坂
／
行
程
記　

従
摂

津
国
西
生
郡
大
坂
至
同
国
武
庫
郡
西
ノ
宮
）

西
宮
～
大
阪

畿
内
別
路
線

1

13

ちぬ

7

中
国
行
程
記　

七
「
此
巻
末
ノ
り
ノ
印
ト
五
巻
目
合
印
ア
リ
」（
行
程
記　

従
摂
津
国
東
生
郡
大
坂

至
山
城
国
続
喜
郡
淀
ニ
／
行
程
記　

従
山
城
国
続
喜
郡
淀
至
摂
津
国
東
生
郡
大
坂
）

大
阪
～
淀

畿
内
別
路
線

1

25

ぬり

8

中
国
行
程
記　

八
「
佐
越　

室
津
」（
行
程
記　

従
播
磨
国
赤
穂
郡
久
賀
村
至
同
郡
佐
越
浦
・
従
同

国
揖
西
郡
室
津
至
同
郡
正
條
村　

合
巻
／
行
程
記　

従
播
磨
国
揖
西
郡
正
條
村
至
同
室
津
・
従
同
国
赤
穂

郡
佐
越
浦
至
同
郡
久
賀
村　

合
巻
）

久
賀
～
坂
越

室
津
～
正
条

播
磨
国
別
路
線

1

13

に　

－

－　

へ
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四
六

で
は
、
上
下
向
き
合
わ
せ
に
見
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
図
中
の
地
名
や
施
設
名
な
ど
の
表
示
、
名
所
旧
跡
な
ど
の
注
記
、
方
位
表
示
な
ど
、

基
本
的
な
仕
様
は
他
の
「
行
程
記
」
と
同
様
の
た
め
、
詳
細
は
別
稿（
５
）に
譲
り
、
以
下
に
「
中
国
行
程
記
」
の
特
徴
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
上
り
側
巻
頭
の
凡
例
下
部
に
付
さ
れ
る
貼
り
紙
（
写
真
２
）
が
挙
げ
ら
れ
る
、
内
容
は
、
図
中
の
里
程
数

と
本
紙
の
折
数
を
示
し
た
も
の
で
、
第
一
巻
を
例
に
取
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

此
巻
拾
九
里
半
余

　
　
　
　

内

　
　
　

三
拾
六
町
道　

九
里

　
　
　

五
拾
町
道　
　

拾
里
半
余

　
　

三
拾
六
町
道
ニ
し
て

　
　
　
　
　
　

弐
拾
四
里

　
　
　

折
数　

四
拾
七
折

　

最
初
に
第
一
巻
の
総
里
程
数
を
記
し
、
内
訳
と
し
て
、
三
六
町
道

が
九
里
、
五
〇
町
道
が
一
〇
里
半
余
で
あ
る
こ
と
、
次
に
こ
れ
ら
を

す
べ
て
三
六
町
道
に
換
算
し
た
場
合
は
二
四
里
と
な
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
巻
が
四
七
折
仕
立
て
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
一
里
の
長
さ
は
三
六
町
を
通
例
と
し
た
が
、
必
ず
し

も
全
国
一
様
で
は
な
か
っ
た（
６
）。

本
図
で
は
、
里
程
単
位
の
違
い
が
ど

写真２　里程貼り紙（「中国行程記」第１巻・巻頭）
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山
田
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四
七

の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
の
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

図
中
の
一
里
山
で
は
、
該
当
区
間
の
一
里
が
何
町
単
位
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
巻
・
小
瀬
川
か
ら
最
初
の
一
里
山
と
な

る
安
芸
国
佐
伯
郡
小
方
村
の
一
里
山
で
は
、「
此
一
里
山
ハ
周
防
小
瀬
川
境
ヨ
リ
一
里
、
広
島
札
場
ヨ
リ
八
里
当
ル
、
前
後
三
十
六
町
道
」

と
あ
り
、
当
該
区
間
が
す
べ
て
三
六
町
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
広
島
城
下
を
過
ぎ
て
、
小
瀬
川
よ
り
一
〇
里
目
と
な
る
安

芸
国
安
芸
郡
矢
賀
村
の
一
里
山
に
は
、「
此
一
里
山
ハ
広
島
札
場
ヨ
リ
壱
里
、
五
十
丁
道
、
備
後
尾
ノ
道
ヨ
リ
十
八
里
ニ
当
ル
、
是
よ
り

上
五
十
丁
四
十
八
丁
諸
所
不
同
」
と
あ
り
、
五
〇
町
・
四
八
町
と
、
単
位
が
異
な
る
区
間
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
み

て
い
く
と
、
山
陽
道
沿
線
全
体
で
は
、
一
里
＝
三
六
町
・
四
八
町
・
五
〇
町
・
五
四
町
の
四
種
類
の
単
位
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
片
や
、
防
長
両
国
内
の
「
行
程
記
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
里
程
単
位
に
関
す
る
特
別
な
注
記
が
な
い
。
ま
た
前
記
の
貼
り
紙
に
お

い
て
、
記
入
者
側
の
必
要
事
項
と
し
て
、
三
六
町
道
へ
の
総
換
算
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
萩
藩
領
内
に
お
い
て
一
里
＝
三
六
町

が
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

　

ま
た
、
図
中
で
は
、
三
六
町
道
の
区
間
で
は
、
お
よ
そ
三
葉
半
ご
と
に
一
里
山
が
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
五
〇
町
道
で
は
お
よ
そ
五

葉
ご
と
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
里
山
の
間
隔
が
各
所
の
実
態
に
即
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
図
中
の
里
程
単
位
の
取
り
扱

い
は
、「
中
国
行
程
記
」
に
限
ら
ず
、「
行
程
記
」
全
般
に
共
通
し
て
い
る
。

　

次
に
、
合
紋
の
様
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
基
本
的
に
「
行
程
記
」
各
巻
の
首
尾
に
は
、
前
後
巻
と
の
接
続
を
示
す
合
紋
が
あ
る
。
こ
の
合

紋
は
「
い
ろ
は
」
の
一
文
字
で
、「
此
い
ノ
字
は
二
巻
目
ノ
合
紋
ナ
リ
」
の
よ
う
に
、
接
続
先
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
合
紋
の
形
に
違
い
が
あ
り
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
で
は
、
胡
粉
で
白
く
塗
ら
れ
た
大
き
め
の
丸
枠
内
に
記
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、「
中
国
行
程
記
」
は
、
対
応
箇
所
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
小
さ
め
の
四
角
枠
内
に
記
さ
れ
る
。
な
お
、
両
図
の
合
紋
は
、
表
１
・
３
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て
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四
八

に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二　

区
間
構
成

「
中
国
行
程
記
」
の
収
録
ル
ー
ト
の
中
心
は
、
周
防
・
安
芸
国
境
の
小
瀬
川
か
ら
京
都
伏
見
ま
で
の
山
陽
道
（
五
巻
）
で
、
こ
れ
に
接

続
す
る
「
西
宮
～
大
阪
」
と
「
大
阪
～
淀
」
の
畿
内
別
路
線
（
二
巻
）、「
播
磨
国
赤
穂
郡
久
賀
～
同
郡
坂
越
・
播
磨
国
揖
西
郡
室
津
～
同

郡
正
条
」
の
播
磨
国
別
路
線
（
合
巻
一
巻
）
が
加
わ
る
（
表
１
参
照
）。
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
に
も
、
同
じ
く
畿
内
別
路
線
、
播
磨

国
別
路
線
が
含
ま
れ
る
。

　

両
図
の
区
間
構
成
を
比
較
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
地
図
上
で
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
な
お
、
毛
利
家
文
庫

「
行
程
記
」
の
詳
細
は
、
表
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

小
瀬
川
か
ら
京
都
伏
見
境
ま
で
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
各
巻
の
区
間
割
り
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
毛
利
家

文
庫
「
行
程
記
」
の
六
巻
に
対
し
て
、「
中
国
行
程
記
」
は
五
巻
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
区
間
割
り
が
異
な
る
理
由
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
少
な
く
と
も
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
と
「
中
国
行
程
記
」
は
、
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

　

な
お
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
が
、
萩
唐
樋
札
場
か
ら
三
田
尻
、
同
所
か
ら
小
瀬
川
ま
で
の
計
二
巻
を
含
む
の
に
対
し
て
、「
中
国

行
程
記
」
は
、
小
瀬
川
を
起
終
点
と
し
て
い
る
。
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
の
小
瀬
川
部
分
に
は
、
三
田
尻
か
ら
小
瀬
川
ま
で
の
巻
と
の

接
続
を
示
す
合
紋
が
あ
る
が
、「
中
国
行
程
記
」
に
は
な
い
。
ま
た
、「
中
国
行
程
記
」
第
一
巻
の
外
題
箋
に
は
、「
登
り
一
」「
下
り
五
」

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
瀬
川
を
起
終
点
と
す
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

（
7
）



近
世
街
道
絵
図
「
中
国
行
程
記
」
に
つ
い
て
（
山
田
）

四
九

表
２　

毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
と
「
中
国
行
程
記
」
の
区
間
構
成

標
題

区
間

整
理
番
号

路
線

行
程
記　
　

登
り
一
・
下
り
八
萩
～
三
田
尻

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
1
）
萩
往
還

行
程
記　
　

登
り
二
・
下
り
七
三
田
尻
～
小
瀬
川

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
2
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
三
・
下
り
六
小
瀬
川
～
西
条

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
3
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
四
・
下
り
五
西
条
～
尾
道

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
4
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
五
・
下
り
四
尾
道
～
藤
井

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
5
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
六
・
下
り
三
藤
井
～
加
古
川

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
6
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
七
・
下
り
二
加
古
川
～
西
宮

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
7
）
山
陽
道

行
程
記　
　

登
り
八
・
下
り
一
西
宮
～
伏
見
京
境

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
8
）
山
陽
道

行
程
記　
従
播
磨
国
赤
穂
郡
久
賀
村

至
同
郡
佐
越
浦
・
従
同
国
揖
西
郡
室

津
至
同
郡
正
條
村　

合
巻

久
賀
～
坂
越

室
津
～
正
条

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
20
）
播
磨
国

別
路
線

行
程
記　
従
摂
津
国
西
生
郡
大
坂
至

同
国
武
庫
郡
西
ノ
宮

大
阪
～
西
宮

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
21
）
畿
内
別
路
線

行
程
記　
従
山
城
国
続
喜
郡
淀
至
摂

津
国
東
生
郡
大
坂

淀
～
大
阪

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
22
）
畿
内
別
路
線

標
題

区
間

路
線

中
国
行
程
記　

一
小
瀬
川
～
田
万
里

山
陽
道

中
国
行
程
記　

二
西
野
～
三
成

山
陽
道

中
国
行
程
記　

三
背
～
池
内

山
陽
道

中
国
行
程
記　

四
名
波
野
～
塩
屋

山
陽
道

中
国
行
程
記　

五
須
磨
～
伏
見
京
境

山
陽
道

中
国
行
程
記　

八
久
賀
～
坂
越

室
津
～
正
条

播
磨
国

別
路
線

中
国
行
程
記　

六
西
宮
～
大
阪

畿
内
別
路
線

中
国
行
程
記　

七
大
阪
～
淀

畿
内
別
路
線



近
世
街
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図
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い
て
（
山
田
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五
〇

図１　毛利家文庫「行程記」と「中国行程記」の区間構成

萩

山口

三田尻

小瀬川

尾道

久賀

藤井

正条

室津室津

広島

姫路

塩屋

加古川 西宮

大阪

淀
京都

西条田万里

三成

吉田

①行程記　登り一
（萩～三田尻）

②行程記　登り二
（三田尻～小瀬川）

③行程記　登り三
（小瀬川～西条）

④行程記　登り四
（西条～尾道）

⑤行程記　登り五
（尾道～藤井）

⑥行程記　登り六
（藤井～加古川）

⑨行程記
（久賀～坂越）

⑧行程記　登り八
（西宮～伏見京境）

⑨行程記
（正条～室津）

⑦行程記　登り七
（加古川～西宮）
⑦行程記　登り七
（加古川～西宮）

芸州吉田行程記
（小瀬川～吉田）

○
行
程
記（
大
阪

淀
）

11○
行
程
記（
西
宮

大
阪
）

10

草
津

大
津伏

見
伏
見

池ノ内

8中国行程記 八
　（⑨に同じ）

1中国行程記 一
（小瀬川～田万里）

2中国行程記 二
（西野～三成）

3中国行程記 三
（背～池ノ内）

4中国行程記 四
（名波野～塩屋）

5中国行程記 五
（須磨～伏見京境）

7中国行程記 七
（大阪～淀）

6中国行程記 六
（西宮～大阪）

坂越坂越



近
世
街
道
絵
図
「
中
国
行
程
記
」
に
つ
い
て
（
山
田
）

五
一

萩

山口

三田尻

小瀬川

尾道

久賀

藤井

正条

室津室津

広島

姫路

塩屋

加古川 西宮

大阪

淀
京都

西条田万里

三成

吉田

①行程記　登り一
（萩～三田尻）

②行程記　登り二
（三田尻～小瀬川）

③行程記　登り三
（小瀬川～西条）

④行程記　登り四
（西条～尾道）

⑤行程記　登り五
（尾道～藤井）

⑥行程記　登り六
（藤井～加古川）

⑨行程記
（久賀～坂越）

⑧行程記　登り八
（西宮～伏見京境）

⑨行程記
（正条～室津）

⑦行程記　登り七
（加古川～西宮）
⑦行程記　登り七
（加古川～西宮）

芸州吉田行程記
（小瀬川～吉田）

○
行
程
記（
大
阪

淀
）

11○
行
程
記（
西
宮

大
阪
）

10

草
津

大
津伏

見
伏
見

池ノ内

8中国行程記 八
　（⑨に同じ）

1中国行程記 一
（小瀬川～田万里）

2中国行程記 二
（西野～三成）

3中国行程記 三
（背～池ノ内）

4中国行程記 四
（名波野～塩屋）

5中国行程記 五
（須磨～伏見京境）

7中国行程記 七
（大阪～淀）

6中国行程記 六
（西宮～大阪）

坂越坂越
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田
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五
二

№

外
題

区
間

路
線

合
紋

員
数

折
数

整
理
番
号

1
行
程
記

従
阿
武
郡
萩
唐
樋
札
場
至
周
防
国
佐
波
郡
三
田
尻　

登
り
一

従
周
防
国
佐
波
郡
至
三
田
尻
阿
武
郡
萩
唐
樋
札
場　

下
り
八

萩
～
三
田
尻

萩
往
還

山
陽
道

－い

1

32

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
1
）

2
行
程
記

従
周
防
国
佐
波
郡
三
田
尻
至
同
国
玖
珂
郡
尾
瀬
川　

登
り
二

従
周
防
国
玖
珂
郡
尾
瀬
川
至
同
国
佐
波
郡
三
田
尻　

下
り
七

三
田
尻
～
小
瀬
川

山
陽
道

いろ

1

47

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
2
）

3
行
程
記

従
安
芸
国
佐
伯
郡
小
野
村
尾
瀬
川
至
同
国
賀
茂
郡
西
條
庄
四
日
市　

登
り
三

従
安
芸
国
賀
茂
郡
西
條
庄
四
日
市
至
同
国
佐
伯
郡
小
野
村
尾
瀬
川　

下
り
六

小
瀬
川
～
西
条

山
陽
道

ろは

1

38

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
3
）

4
行
程
記

従
安
芸
国
賀
茂
郡
西
條
四
日
市
至
備
後
国
御
調
郡
尾
ノ
道
駅　

登
り
四

従
備
後
国
御
調
郡
尾
ノ
道
駅
至
安
芸
国
賀
茂
郡
西
條
四
日
市　

下
り
五

西
条
～
尾
道

山
陽
道

はに

1

32

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
4
）

5
行
程
記

従
備
後
国
御
調
郡
尾
ノ
道
駅
至
備
前
国
上
道
郡
藤
井
駅　

登
り
五

従
備
前
国
上
道
郡
藤
井
駅
至
備
後
国
御
調
郡
尾
ノ
道
駅　

下
り
四

尾
道
～
藤
井

山
陽
道

にほ

1

41

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
5
）

6
行
程
記

従
備
後
国
上
道
郡
藤
井
駅
至
播
磨
国
印
南
郡
賀
古
川　

登
り
六

従
播
磨
国
印
南
郡
賀
古
川
至
備
後
国
上
道
郡
藤
井
駅　

下
り
三

藤
井
～
加
古
川

山
陽
道

ほ
へ
と

ち

1

42

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
6
）

7
行
程
記

従
播
磨
国
印
南
郡
賀
古
川
至
摂
津
国
武
庫
郡
西
ノ
宮　

登
り
七

従
摂
津
国
武
庫
郡
西
ノ
宮
至
播
磨
国
印
南
郡
賀
古
川　

下
り
二

加
古
川
～
西
宮

山
陽
道

ちり

1

36

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
7
）

8
行
程
記

従
摂
津
国
武
庫
郡
西
ノ
宮
至
山
城
国
紀
伊
郡
伏
見
京
境　

登
り
八

従
山
城
国
紀
伊
郡
伏
見
京
境
至
摂
津
国
武
庫
郡
西
ノ
宮　

下
り
一

西
宮
～
伏
見
京
境

山
陽
道

り－

1

30

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
8
）

9
行
程
記

従
播
磨
国
赤
穂
郡
久
賀
村
至
同
郡
佐
越
浦

従
同
国
揖
西
郡
室
津
至
同
郡
正
條
村　
　

合
巻

従
播
磨
国
赤
穂
郡
久
賀
村
至
同
郡
佐
越
浦

従
同
国
揖
西
郡
室
津
至
同
郡
正
條
村　
　

合
巻

久
賀
～
坂
越

室
津
～
正
条

播
磨
国

別
路
線

へと

1

12

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
20
）

10
行
程
記

従
摂
津
国
西
生
郡
大
坂
至
同
国
武
庫
郡
西
ノ
宮

従
同
国
武
庫
郡
西
ノ
宮
至
摂
津
国
西
生
郡
大
坂

大
阪
～
西
宮

畿
内
別
路
線

ぬり

1

12

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
21
）

11
行
程
記

従
山
城
国
続
喜
郡
淀
至
摂
津
国
東
生
郡
大
坂

従
摂
津
国
東
生
郡
大
坂
至
山
城
国
続
喜
郡
淀

淀
～
大
阪

畿
内
別
路
線

るぬ

1

24

毛
利
家
文
庫

地
誌
41
（
25
の
22
）

表
３　

毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」（
山
陽
道
）
の
構
成



近
世
街
道
絵
図
「
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行
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い
て
（
山
田
）

五
三

三　

描
写
内
容

「
中
国
行
程
記
」
第
一
巻
上
り
巻
頭
の
小
瀬
川
か
ら
安
芸
国
佐
伯
郡
大
野
村
周
辺
ま
で
を
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
と
比
較
し
て
み

た
の
が
写
真
３
で
あ
る
。
街
道
筋
や
自
然
景
観
の
構
図
は
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
山
々
の
表
現
方
法
な
ど
に
若
干
の
違
い
が
見
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
注
記
の
位
置
あ
る
い
は
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
ま
た
、「
目
録
合
紋
」（
凡
例
）
の
印
種
の
配
列
が
異
な
る
ほ
か
、

図
中
の
家
・
蔵
な
ど
の
位
置
や
数
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
里
程
貼
り
紙
は
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
に

は
な
く
、
反
対
に
「
中
国
行
程
記
」
の
第
一
巻
上
り
巻
頭
に
合
紋
は
な
い
。
さ
ら
に
「
目
録
合
紋
」
に
関
し
て
は
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程

記
」
が
巻
首
尾
に
示
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
中
国
行
程
記
」
第
一
〜
五
巻
は
、
上
り
側
の
み
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

山
川
な
ど
の
自
然
景
観
は
絵
筆
で
描
か
れ
る
が
、
村
名
の
枠
や
、
人
家
・
蔵
・
番
所
・
寺
社
・
一
里
山
な
ど
は
印
で
表
示
さ
れ
て
い

る
。
印
の
種
別
は
、
巻
頭
の
「
目
録
合
紋
」
に
示
さ
れ
る
が
、
同
じ
印
種
で
も
図
柄
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」

で
は
、
人
家
の
印
が
、
切
妻
造
を
右
斜
め
方
向
か
ら
見
た
図
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
左
斜
め
方
向
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　

自
然
景
観
や
建
物
、
名
所
旧
跡
に
関
す
る
注
記
は
、
朱
色
の
引
き
出
し
線
を
使
い
、
貼
り
紙
形
式
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
方
法

や
印
の
使
用
な
ど
は
「
行
程
記
」
全
般
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
印
の
使
用
は
萩
藩
絵
図
方
・
郡
方
地
理
図
師
の
製
作
技
法
の

特
徴
で
あ
る（
８
）。

こ
の
よ
う
に
両
図
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
構
図
・
内
容
は
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
厳
密
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
中
国
行
程
記
」
に
は
、
図
の
上
下
余
白
に
、
後
筆
と
み
ら
れ
る
貼
り
紙
や
書
き
込
み
が
多
数
確
認
で
き
る
。
こ
の
内
容
は
、

本
図
の
作
製
者
・
作
製
時
期
の
検
討
に
関
わ
る
た
め
、
次
章
で
詳
し
く
ふ
れ
て
み
た
い
。



写真３　毛利家文庫「行程記」（上）と「中国行程記」（下）の構図比較

見
返
し

目
録
合
紋

小
瀬
川

小
野
村

小
方
村



大
野
村

厳
島

玖
波
村
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写真４　目録合紋の比較
（上：毛利家文庫「行程記」登り７。下：「中国行程記」第５巻）



近
世
街
道
絵
図
「
中
国
行
程
記
」
に
つ
い
て
（
山
田
）

五
七

四　

作
製
者
・
作
製
年
代

「
行
程
記
」群
の
う
ち
、
作
製
年
・
作
製
者
が
明
ら
か
な
作
品
は
、
寛
保
二
年（
一
七
四
二
）九
月
の「
御
国
廻
御
行
程
記
」第
一
・
二
・

四
・
五
・
七
巻（
９
）（

萩
博
物
館
、
人
丸
神
社
所
蔵
）
と
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
九
月
の
「
芸
州
吉
田
行
程
記
」
全
一
巻
（
山
口
県
文

書
館
所
蔵
）
で
、
作
製
者
は
、
い
ず
れ
も
萩
藩
郡
方
地
理
図
師
有
馬
喜
惣
太
で
あ
る
。

　

毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
の
作
製
年
代
は
、
川
村
博
忠
氏
が
図
中
の
記
事
内
容
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
、「
萩
往
還
・
山
陽
道
」
が
明
和

元
年
（
一
七
六
四
）、「
中
山
道
」
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
～
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、「
東
海
道
」
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
～

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
製
者
は
、
そ
の
仕
立
て
か
ら
み
て
有
馬
喜
惣
太
で
あ
り
、
彼
の
生
存
年
か
ら
、

作
製
に
関
わ
っ
た
の
は「
萩
往
還
・
山
陽
道
」部
分
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、「
中
国
行
程
記
」は
、
毛
利
家
文
庫「
行
程
記
」

と
図
中
の
記
事
内
容
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
作
製
と
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、「
中
国
行
程
記
」
の
成
立
を
語
る
興
味
深
い
資
料
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
徳
山
毛
利
家
文
庫
・
絵
図
「
行
程
記
（
写
）」
の

奥
書
に
示
さ
れ
る
次
の
記
事
（
写
真
５
）
で
あ
る
。

　
　

先
君
之
女（
誠
姫
）

公
子
嫁
会
津
侯
、
是
以
今
年
八
月
朔
発
轅
向
東
都
、
四
月
十
九
日
蒙
命
先
年
奉
上
密
旨
所
制
作
中
国
路
行
程
記
四
冊
令
写

　
　

之
、
及
従
本
城
至
于
小
瀬
川
行
程
記
一
冊
合
而
五
冊
也
、
五
月
朔
日
操
筆
七
月
廿
八
日
写
畢
而
献
納
之
、
明
和
二
乙
酉
歳
臣
武
（
有
馬
喜
惣
太
）

春

　
　

記
焉
、
七
月
廿
九
日　

有
馬
喜
惣
太　

朱
印

　

こ
こ
に
は
、
有
馬
喜
惣
太
が
、
藩
主
毛
利
宗
広
二
女
誠の
ぶ

姫
の
会
津
藩
主
松
平
肥
後
守
容
綏
と
の
婚
礼
（
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
九
月
）

に
向
け
て
の
萩
出
発
（
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
八
月
）
に
先
だ
っ
て
、
明
和
二
年
五
月
一
日
か
ら
七
月
二
八
日
ま
で
の
作
製
期
間
を
要

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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つ
い
て
（
山
田
）

五
八

し
て
「
中
国
路
行
程
記
」
四
冊
、
お
よ
び
萩
か
ら
小

瀬
川
ま
で
の
「
行
程
記
」
一
冊
の
計
五
冊
を
写
し
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

最
も
注
目
す
べ
き
は
、「
先
年
奉
上
密
旨
所
制
作

中
国
路
行
程
記
四
冊
」の
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
中
国
路
行
程
記
」
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

の
先
年
に
、
有
馬
喜
惣
太
が
、
藩
か
ら
の
内
々
の
命

令
に
よ
っ
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
四
冊
と
あ
る
が
、
本
稿
の
「
中
国
行
程
記
」
は
五
巻
（
帖
）
で
、
両
図
の
員
数
に
食
い
違
い
が
あ
る
。「
中
国

路
行
程
記
」
四
冊
な
る
も
の
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
全
体
の
作
製
状
況
に
鑑
み
て
、
両
図
は
同
一
な
い
し
は
同
類
と
み
て
差
し
支

え
は
な
い
。
ま
た
、「
従
本
城
至
于
小
瀬
川
行
程
記
一
冊
」
は
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
の
防
長
両
国
内
が
二
巻
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
諸
役
所
控
目
録　

絵
図
方
」に
あ
る「
行
程
記
壱
冊
并
寺
社
旧
記
壱
冊
共
、
但
萩
よ
り
小
瀬
川
迄
之
分
」に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
（
写
）」
の
底
本
、
す
な
わ
ち
有
馬
喜
惣
太
の
奥
書
が
あ
る
「
行
程
記
」
の
所
在
は
確

認
で
き
ず
、
誠
姫
の
婚
礼
関
係
記
録
に
も
「
行
程
記
」
作
製
を
示
す
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、「
中
国
行
程
記
」
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
有
馬
喜
惣
太
が
作
製
し
た
も
の
と
み
て

よ
い
。

　

さ
ら
に
、
有
馬
作
品
の
判
断
材
料
と
な
る
も
の
に
、
次
の
特
徴
が
あ
る
。

（
13
）

（
14
）

（
15
）

写真５　「行程記（写）」の奥書
（徳山毛利家文庫・絵図101）
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山
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）

五
九

　

ま
ず
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
、
全
巻
に
付
さ
れ

る
、
上
り
側
巻
頭
・
凡
例
下
部
の
貼
り
紙
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
有
馬
作
が
確
実
な
「
芸
州
吉
田
行
程
記
」

に
も
同
じ
物
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
行
程

記
」
に
使
わ
れ
て
い
る
記
号
印
は
、
同
種
内
で
も
複

数
の
印
形
が
あ
る
。「
中
国
行
程
記
」
と
「
芸
州
吉

田
行
程
記
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
家
」
の
記
号
印

は
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
有
馬
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
に
共
通
す
る
仕
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
喜
惣
太
の
死
後
、
郡
方
地
理
図
師
有

馬
家
に
、「
中
国
行
程
記　

尾
瀬
川
よ
り
吉
田
迄
」、

「
同　

西
ノ
宮
よ
り
大
坂
迄
」、「
同　

赤
穂
郡
久
里

村
同
郡
佐
越
迄
・
室
津
よ
り
正
條
村
迄
合
巻
」、「
同

大
坂
よ
り
淀
ニ
迄
」
の
四
巻
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
中
国
行
程
記
」の
画
面
の
端
々
に
は
、

全
体
で
三
六
箇
所
に
お
よ
ぶ
貼
り
紙
や
書
き
込
み
が

（
16
）

写真６「中国行程記」第３巻・播磨国赤穂郡西有年村



近
世
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記
」
に
つ
い
て
（
山
田
）

六
〇

あ
る
。
い
ず
れ
も
薄
墨
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、
本
文
と
は
明
ら
か
な
異
筆
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
す
べ
て
図
中
の
修
正
や
由
来
書
の
補
足
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
修
正
例
で
は
、
第
三
巻
・
備
中
国
小
田
郡
本
城
村
の
鵜
江

宮
に
、「
鵜
江
宮
鳥
井
カ
ク
ア
リ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
同
宮
前
に
鳥
居
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
朱
筆
で
鳥
居
を
描
き
入
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
第
五
巻
・
摂
津
国
兎
原
郡
河
原
村
の
「
紀
州
小
泉
城
主
片
桐
石
見
守
領
」
の
箇
所
で
は
、「
紀
州
」
と
い
う
誤
り
を
「
大

和
添
下
郡
」
と
修
正
し
て
い
る
。
補
足
例
で
は
、
第
五
巻
・
摂
津
国
兎
原
郡
野
寄
村
の
「
此
ア
タ
リ
田
中
村
ト
云
ア
リ
」、
第
三
巻
・
備

中
国
下
道
郡
新
庄
村
の
「
此
ア
タ
リ
途
中
ニ
秀
吉
鞍
掛
石
ア
リ
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
貼
り
紙
や
書
き
込
み
の
事
情
を
知
る
上
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
巻
・
播
磨
国
赤
穂
郡
西
有
年
村
に
あ

る
次
の
書
き
込
み
で
あ
る
（
写
真
６
）。

　

「
此
ア
タ
リ
古
墳
ア
リ
、
サ
ク
ラ
木
ノ
事
、
右
ウ
ス
ミ
の
三
行
ハ
先
年
通
行
ノ
時
、
轎
中
ニ
テ
記
ス
」（
傍
線
は
筆
者
）

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
書
き
込
み
は
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
一
度
目
は
当
該
箇
所

を
駕
籠
で
通
行
中
に
記
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
等
の
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
城
主
に
関
す
る
修
正
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
→
は
該
当
す
る

候
補
、［　

］
は
在
任
期
間
で
あ
る
。

　

〇
第
二
巻
・「
福
山
城
主
阿
部
伊
予
守
」
＝
福
山
藩
主
阿
部
正
右
［
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
一
月
～
明
和
六
年
（
一
七
六
四
）
七
月
］

　
　
　

【
貼
り
紙
】「
阿
部
伊
勢
守　

ふ
く
山
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
阿
部
正
倫
［
明
和
六
年
（
一
七
六
四
）
八
月
～
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
月
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
阿
部
正
弘
［
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
十
二
月
～
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
］

（
17
）

（
18
）



近
世
街
道
絵
図
「
中
国
行
程
記
」
に
つ
い
て
（
山
田
）

六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
阿
部
正
教
［
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
～
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
］

　

〇
第
三
巻
・「
伊
東
伊
豆
守
館
」
＝
岡
田
藩
主
伊
東
長
詮
［
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
～
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
六
月
］

　
　
　

【
貼
り
紙
】「
伊
東
は
り
ま
守
や
か
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
伊
東
長
寛
［
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
閏
七
月
～
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
月
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
伊
東
長

［
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
二
月
～
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
］

　

〇
第
三
巻
・
備
中
国
下
道
郡
山
手
村
に
板
倉
美
濃
守
の
記
事

　
　
　

【
貼
り
紙
】「
板
倉
周
防
守　

松
山
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
備
中
松
山
藩
主
板
倉
勝
政
［
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
二
月
～
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
三
月
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
板
倉
勝
晙
［
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
一
月
～
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
七
月
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
板
倉
勝
職
［
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
九
月
～
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
］

　

〇
第
三
巻
・
播
磨
国
赤
穂
郡
西
有
年
村
の
赤
穂
へ
通
じ
る
道

　
　
　

【
貼
り
紙
】「
森
信
濃
守　

あ
こ
ほ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
赤
穂
藩
主
森
忠
徳
［
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
～
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
］

　

右
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
「
中
国
行
程
記
」
が
完
成
し
た
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
期
間
は
な
い
。
敢
え
て
複
数
の
条
件
を
満
た
す
期
間
を
探
っ
て
み
る
と
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
～
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
と
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
～
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
書
き
込
み
等
の
行
わ
れ
た
回
数
が
明

ら
か
で
な
い
限
り
、
あ
く
ま
で
目
安
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
、
前
述
の
城
主
名
を
記
し
た
貼
り
紙
間
で
す
べ
て
の
条
件
が
一
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い
て
（
山
田
）

六
二

致
す
る
期
間
が
な
い
た
め
、
貼
り
紙
か
書
き
込
み
か
と
い
う
形
式
の
違
い
に
よ
る
時
期
区
分
は
で
き
な
い
。

　

で
は
、
記
入
者
は
誰
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
物
を
特
定
で
き
る
材
料
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、
素
直
に
考
え
て
絵
図
方
な
い
し

は
郡
方
地
理
図
師
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
両
役
と
も
財
政
難
に
よ
っ
て
絵
図
作
製
に
伴
う
出
張
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
単
に
絵
図
修

正
の
目
的
で
通
行
し
た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
一
方
で
、
絵
図
方
は
、
江
戸
方
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
絵
図
を
作
製
し
て
届
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
郡
方
地
理
図
師
は
、
職
務
範
囲
が
郡
奉
行
所
管
轄
下
、
す
な
わ
ち
領
国
内
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
基
本
的
に
国
外
出
張
は
な
い

が
、
両
役
と
も
江
戸
番
手
と
し
て
の
出
張
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
が
、
何
ら
か
の
出
張
の
機
会
に
記
し
た
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。

五　

伝
来
経
緯

「
中
国
行
程
記
」
は
、
巻
首
・
巻
尾
お
よ
び
画
面
内
の
各
所
に
「
萩
町
立
明
倫
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
（
写
真
４
）
が
押
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
旧
所
蔵
先
が
判
明
す
る
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
、
明
倫
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
図
書
館
が
設
置
さ
れ
、

私
立
明
倫
文
庫
と
称
さ
れ
た
。
明
倫
文
庫
は
、
翌
年
、
私
立
明
倫
図
書
館
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
、
萩
町
に
移
管
さ
れ
て
町
立
明
倫

図
書
館
と
な
っ
た
。
現
在
、
萩
博
物
館
に
は
「
中
国
行
程
記
」
八
巻
、「
行
程
記
」
七
巻
の
計
一
五
巻
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ

て
に「
萩
町
（
市
）
立
明
倫
図
書
館
蔵
」の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
萩
博
物
館
所
蔵「
行
程
記
」に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
紋
は
、

す
べ
て
対
応
箇
所
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
小
さ
め
の
四
角
枠
内
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
里
程
貼
り
紙
、
合
紋
な
ど
様
式
上
の
共
通
点
、
絵
図
方
・
郡
方
地
理
図
師
の
双
方
が
「
行
程
記
」
を
保
管
し
て
い
た
こ
と
、

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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そ
し
て
装
丁
を
含
め
た
絵
図
と
し
て
の
仕
上
が
り
程
度
の
相
違
な
ど
か
ら
、「
行
程
記
」
は
、
保
管
先
に
関
し
て
、
絵
図
方
保
管
と
郡
方

地
理
図
師
保
管
と
の
二
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
伝
来
に
関
し
て
は
、
絵
図
方
保
管
分
は
毛
利
家
文
庫
と
し
て
、
郡
方
地
理
図
師
保
管
分
は
萩

町
（
市
）
立
明
倫
図
書
館
か
ら
萩
市
郷
土
博
物
館
、
萩
博
物
館
へ
と
い
う
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
よ
り
詳
し
く
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
連
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
作
品
群
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

萩
博
物
館
所
蔵
の
「
中
国
行
程
記
」
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
有
馬
喜
惣
太
の
作
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
中
国
行
程
記
」
と
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
は
、
単
純
な
正
・
写
の
関
係
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
互
い
の
作
製
事
情
に

つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
有
馬
家
の
「
譜
録
」（
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
）
に
は
、
喜
惣
太
が
「
行
程
記
」
を
作
製
し
た
旨
の
記
事
は
な
く
、「
諸

役
所
控
目
録　

絵
図
方
」（
明
和
二
年
二
月
）
に
は
、「
行
程
記
」
群
に
関
し
て
、「
御
国
廻
御
行
程
記
」
と
「
行
程
記
」（
萩
～
小
瀬
川
、

萩
～
豊
浦
郡
中
山
村
、
玖
珂
郡
高
森
村
～
吉
敷
郡
宮
野
村
）
の
み
で
、
山
陽
道
区
間
の
も
の
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
不
可
解
な
部

分
も
多
い
。
付
言
す
れ
ば
、
毛
利
家
文
庫
「
行
程
記
」
や
同
「
御
国
廻
御
行
程
記
」
は
至
極
美
麗
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
清
書
の
色
合
い

が
顕
著
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、
こ
れ
ら
が
有
馬
喜
惣
太
自
身
に
よ
る
も
の
か
、
は
た
ま
た
雲
谷
派
の
絵
師
た
ち
の
手
に
よ
る
、
あ
る
い
は

彼
ら
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
22
）

（
23
）

（
24
）
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註
（
１
）
毛
利
家
文
庫
三
〇
地
誌
四
一
。

（
２
）
毛
利
家
文
庫
三
〇
地
誌
五
七
。

（
３
）
拙
稿
「
近
世
街
道
絵
図
「
行
程
記
」
の
路
線
図
に
つ
い
て
」（『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
九
）
収
載
の
一
覧
表

五
五
点
に
、「
行
程
記
（
写
）」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
・
絵
図
一
〇
一
、

当
館
所
蔵
）、「
中
国
行
程
記
巻
二
（
写
）」（
同
一
〇
二
、
同
）
二
点

を
加
え
た
も
の
。

（
４
）
毛
利
家
文
庫
三
〇
地
誌
四
一
（
二
五
の
一
〜
二
）。

（
５
）
川
村
博
忠
「
近
世
道
中
絵
図
『
行
程
記
』
の
内
容
と
成
立
時
期
（『
山

口
県
地
方
史
研
究
』
第
五
五
号
、
一
九
八
六
）、
拙
稿
「
御
国
廻
御

行
程
記
と
そ
の
異
本
に
つ
い
て
」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第

二
五
号
、
一
九
九
八
）。

（
６
）
川
村
博
忠「
松
江
藩
の
天
明
二
年『
寸
里
道
地
図
』に
つ
い
て
」（『
歴

史
地
理
学
』
第
五
三
巻
第
二
号
、二
〇
一
一
）、杉
本
史
子
ほ
か
編
『
絵

図
学
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
一
）、小
泉
袈
裟
勝
編
『
図

解
・
単
位
の
歴
史
辞
典
』（
柏
書
房
、
一
九
八
九
）。
山
本
正
大
「
行

程
記
と
有
馬
喜
惣
太
」（『
太
陽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
地
図
江
戸
・
明
治
・

現
代
京
都
・
大
阪
・
山
陽
道
』、
平
凡
社
、
一
九
七
七
）。
ち
な
み
に
、

萩
藩
領
で
は
一
間
＝
六
尺
五
寸
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
（『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書　

山
陽
道
』（
山
口
県
教
育
委

員
会
、
一
九
八
三
）。

（
７
）
拙
稿
「
近
世
街
道
絵
図
「
行
程
記
」
の
路
線
図
に
つ
い
て
」（『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
九
）
収
載
の
路
線
図

を
も
と
に
作
成
し
た
。
な
お
、
区
間
表
記
は
各
巻
の
題
箋
の
記
載
に

拠
っ
た
も
の
で
、
絵
図
上
で
は
す
べ
て
連
続
し
て
い
る
。

（
８
）
拙
稿
「
一
村
限
明
細
絵
図
清
図
の
記
号
に
つ
い
て
」（『
山
口
県
文

書
館
研
究
紀
要
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
七
）。

（
９
）
萩
博
物
館
の
「
御
国
廻
御
行
程
記
」
は
、「
行
程
記
」
の
標
題
で
、

四
巻
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
人
丸
神
社
の
も
の
は
そ
れ
ら
か
ら
の
流

出
本
で
、
最
終
巻
（
第
七
巻
）
に
該
当
す
る
。

（
10
）
福
尾
猛
市
郎
収
集
史
料
二
二
。拙
稿「
芸
州
吉
田
行
程
記
に
つ
い
て
」

（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
六
）。

（
11
）
川
村
博
忠
「
近
世
道
中
絵
図
『
行
程
記
』
の
内
容
と
成
立
時
期
（『
山

口
県
地
方
史
研
究
』
第
五
五
号
、
一
九
八
六
）。

（
12
）
徳
山
毛
利
家
文
庫
・
絵
図
一
〇
一
。
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（
13
）
毛
利
家
文
庫
九
諸
省
四
〇
（
一
七
の
六
）。

（
14
）「
誠
姫
様
御
出
府
一
件
控
」（
毛
利
家
文
庫
四
六
吉
凶
二
〇
五
）。

（
15
）「
中
国
行
程
記
巻
二
（
写
）」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
・
絵
図
一
〇
二
）

の
題
箋
に
「
有
馬
武
春 

判
」
と
あ
る
こ
と
も
喜
惣
太
作
の
証
明
で

あ
る
。

（
16
）
拙
稿
「
萩
藩
郡
方
地
理
図
師
の
職
務
と
地
位
︱
有
馬
家
の
筆
並
騒

動
を
巡
っ
て
︱
」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇

一
三
）
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
該
当
す

る
と
み
て
い
た
が
、「
芸
州
吉
田
行
程
記
」
を
除
き
、
萩
博
物
館
所

蔵
「
中
国
行
程
記
」
の
該
当
巻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
17
）「
中
国
行
程
記
」
第
七
巻
の
外
題
簽
に
あ
る
「
此
巻
末
ノ
り
ノ
印
ト

五
巻
目
合
印
ア
リ
」
と
、
第
八
巻
の
「
佐
越
室
ノ
津
」
の
書
き
込
み

は
、
図
中
の
補
記
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
。

（
18
）『
藩
史
大
事
典
』
第
六
巻
中
国
・
四
国
編
、
第
五
巻
近
畿
編
（
雄
山

閣
、
一
九
九
〇
）。

（
19
）
拙
稿
「
萩
藩
郡
方
地
理
図
師
の
職
務
と
地
位
︱
有
馬
家
の
筆
並
騒

動
を
巡
っ
て
︱
」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇

一
三
）。
同「
萩
藩
絵
図
方
関
係
年
表
」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

第
三
八
号
、
二
〇
一
一
）。

（
20
）
拙
稿
「「
御
国
廻
御
行
程
記
」
と
そ
の
異
本
に
つ
い
て
」（『
山
口
県

文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
八
）。『
萩
市
史
』
第
二
巻

二
八
八
頁
（
萩
市
、
一
九
八
九
）。

（
21
）
拙
稿
「
近
世
街
道
絵
図
「
行
程
記
」
の
路
線
図
に
つ
い
て
」（『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
九
）
収
載
の
一
覧
表

参
照
。

（
22
）
毛
利
家
文
庫
二
三
譜
録
あ
一
〇
三
。

（
23
）
註
（
13
）
に
同
じ
。

（
24
）
毛
利
家
文
庫
「
御
国
廻
御
行
程
記
」
の
美
麗
さ
は
、「
行
程
記
」
群

の
な
か
で
も
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
寛
保
二
年
（
一
七

四
二
）、
雲
谷
派
絵
師
松
田
等
叔
が
、「
昼
夜
御
蔵
本
に
詰
め
て
絵
図

を
作
製
し
、
前
年
よ
り
（
藩
主
毛
利
宗
広
の
）
御
国
廻
り
御
用
意
の

絵
図
も
作
成
し
た
」（「
譜
録　

松
田
等
叔
景
明
」
毛
利
家
文
庫
二
三

譜
録
ま
五
四
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、「
行
程
記
」
群
が
、
測
量
に
基
づ
い
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
測
量
し
た
デ
ー
タ
を
書
き
留
め
た
野
帳
（
測
量

帳
）
や
測
量
線
を
書
き
入
れ
た
下
図
の
類
が
残
っ
て
い
な
い
の
が
惜
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し
ま
れ
る
。

　
　
　

一
方
、
作
図
方
法
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
行
程
記
」
が
二
点
あ

る
。
一
点
目
は
、
萩
博
物
館
所
蔵
の
「
行
程
記
」（
従
熊
毛
郡
八
代

村
至
吉
敷
郡
宮
野
村
）
で
あ
る
。
同
図
は
冒
頭
部
分
が
作
製
半
途
の

た
め
、
地
名
や
施
設
を
示
す
印
、
地
形
な
ど
が
白
描
の
状
態
で
残
さ

れ
て
い
る
（
註
（
20
）
拙
稿
参
照
）。
二
点
目
は
、毛
利
家
文
庫
「
行

程
記
」（
三
〇
地
誌
四
一
（
二
五
の
二
四
・
二
五
）
で
あ
る
。
同
図

に
は
、
山
や
街
道
の
縁
に
沿
っ
て
描
画
の
輪
郭
を
示
し
た
「
篦
押
し

線
」
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　

有
馬
喜
惣
太
作
の
「
行
程
記
」
の
特
徴
の
一
つ
に
、
合
紋
を
色
分

け
さ
れ
た
四
角
枠
内
に
記
す
点
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
形
式
の
合
紋
を

使
用
す
る
萩
博
物
館
所
蔵
の
「
行
程
記
」（
従
熊
毛
郡
八
代
村
至
吉

敷
郡
宮
野
村
）
と
「
同
」（
従
阿
武
郡
河
島
庄
至
豊
浦
郡
岡
枝
村
）

も
有
馬
喜
惣
太
の
作
品
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
両
図
に
は
、
合
計
で
二

一
箇
所
の
合
紋
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
続
す
る
「
行
程
記
」
は
一
一
巻

に
お
よ
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
註
（
20
）
拙
稿
参
照
）。
接
続

分
の
「
行
程
記
」
の
所
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、数
多
の
「
行
程
記
」

に
よ
っ
て
、
領
内
の
街
道
を
網
羅
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
計
画
は
、
絵
図
方
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
郡
方
地
理
図
師
有
馬
喜
惣
太
の
計
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

く
、
彼
の
地
図
作
製
に
対
す
る
強
い
情
熱
と
壮
大
な
構
想
に
、
思
い

を
馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。




